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町
の
組
織
再
編
に
お
い

て
、「
危
機
管
理
室
」
を
県

に
倣
い
「
防
災
統
括
室
」
と

変
更
し
た
こ
と
に
伴
い
、
当

室
が
所
管
し
て
い
た
附
属
機

関
で
あ
る
「
王
寺
町
消
防
委

員
会
」及
び「
王
寺
町
賞
じ
ゅ

つ
金
等
審
査
委
員
会
」
に
つ

い
て
、
部
署
名
を
変
更
す
る

も
の
（
令
和
４
年
３
月
31
日

専
決
処
分
）

【
施
行
日
】

令
和
４
年
４
月
１
日

専
決
処
分
事
項
の
報
告

（
王
寺
町
附
属
機
関
の

設
置
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
）

【
承
認
】

　

本
臨
時
会
に
お
き
ま
し

て
、
引
き
続
き
、
議
長
の

重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
、

そ
の
職
責
の
重
さ
に
身
が

引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り

ま
す
。
議
会
の
円
滑
な
運

営
に
全
力
を
尽
く
す
と
と

も
に
、
住
民
皆
様
方
の
ニ
ー

ズ
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
、

町
の
発
展
と
住
民
福
祉
の

向
上
、
安
全
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
参
り

ま
す
。
今
後
と
も
一
層
の
ご

指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

本
臨
時
会
に
お
き
ま
し

て
、
引
き
続
き
、
副
議
長
に

就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ

の
責
務
の
重
大
さ
を
痛
感

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
中
川

議
長
の
も
と
、
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
、
住
民
福
祉
の
向

上
と
町
政
発
展
を
目
指
し
、

議
会
の
円
滑
な
運
営
が
な

さ
れ
る
よ
う
、
課
せ
ら
れ
た

職
務
に
誠
心
誠
意
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。
今
後
と
も

皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
と

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。

議　長
中川 義弘

副議長
沖 優子

・
議
長
、
副
議
長
の
選
挙

・
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営

委
員
会
委
員
な
ど
の
選

任
・
選
出

・
専
決
処
分
事
項
の
報
告

　
（
１
件
）

・
条
例
改
正
（
２
件
）

常任委員会・議会運営委員などを選任・選出
総務文教常任委員会 くらし環境常任委員会 

議会運営委員会
委員長　北村　達夫
副委員長　幡野　美智子
委　員　玉守　数叔
委　員　若林　かずみ
委　員　坂下　早苗
委　員　鎌倉　文枝
監査
委　員　北村　達夫
静香苑環境施設組合議会
議　員　中川　義弘
議　員　小山　郁子
消防委員会
委　員　若林　かずみ
委　員　坂下　早苗
議　員　小山　郁子
委　員　大久保　一敏
委　員　楠本　勝

国民健康保険事業の運営
に関する協議会
委　員　坂下　早苗
委　員　大久保　一敏
委　員　松岡　まさゆき
委　員　鎌倉　文枝
都市計画審議会
委　員　若林　かずみ
委　員　北村　達夫
委　員　鎌倉　文枝
委　員　幡野　美智子
町営住宅入居者選考委員会
委　員　北村　達夫
委　員　幡野　美智子
スポーツ推進審議会
委　員　玉守　数叔
空家対策協議会
委　員　楠本　勝

滞納考査委員会
委員長　小山　郁子
委　員　玉守　数叔
委　員　坂下　早苗
委　員　大久保　一敏
委　員　楠本　勝
議会広報編集委員会
委員長　沖　優子
委　員　玉守　数叔
委　員　若林　かずみ
委　員　坂下　早苗
委　員　小山　郁子
委　員　鎌倉　文枝
地域ぐるみ児童生徒健全育
成推進協議会
委　長　松岡　まさゆき
委　員　楠本　勝

人権推進協議会
委　員　大久保　一敏
委　員　楠本　勝
社会福祉協議会
評議員　沖　優子
社会教育委員兼公民館
運営審議会
委　員　松岡　まさゆき
委　員　鎌倉　文枝
総合計画審議会兼総合戦
略懇話会
委　員　中川　義弘
委　員　北村　達夫
地球温暖化対策地方公共
団体実行計画策定委員会
委　員　鎌倉　文枝
委　員　幡野　美智子

委
員

幡
野 

美
智
子

委
員

松
岡 
ま
さ
ゆ
き

委
員
長

鎌
倉 

文
枝

委
員

大
久
保 

一
敏

副
委
員
長

玉
守 

数
叔

委
員

若
林 

か
ず
み

第1回
臨時会

〔4 月１5 日〕

委
員

沖
　
優
子

委
員

北
村 

達
夫

副
委
員
長

坂
下 

早
苗

委
員
長

小
山 

郁
子

委
員

楠
本
　
勝

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入

が
減
少
し
た
被
保
険
者
に

係
る
介
護
保
険
料
の
減
免

を
令
和
４
年
度
に
お
い
て
も

引
き
続
き
実
施
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

【
減
免
適
用
期
間
の
延
長
】

「
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
」

➡
「
令
和
５
年
３
月
31
日

ま
で
」

【
施
行
日
】

公
布
の
日
（
令
和
４
年
４
月

１
日
か
ら
適
用
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入

が
減
少
し
た
被
保
険
者
等

に
係
る
国
民
健
康
保
険
税

の
減
免
を
令
和
４
年
度
に

お
い
て
も
引
き
続
き
実
施

王
寺
町
介
護
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て【原

案
可
決
】

王
寺
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

【
原
案
可
決
】

議
会
議
長
・
副
議
長
の
再
選

〔1〕下記のとおり検索してアクセスする方法
検 索 　王寺町議会　➡　王寺町議会/王寺町　
➡	本会議インターネット中継

〔２〕右記のＱＲコードからアクセスする方法
※〔１〕〔２〕によりアクセスすると、王寺町公式サイトの町議会のページ
から外部サイトにリンクします。

視 聴 方 法

王寺町議会の本会議を　いつでも　どこでも
スマホ・タブレット・パソコンで
視聴できます！

議会インターネット中継配信中！！

※過去の中継（令和3年９月以降の本会議）も録画配信しています
ので、是非ご覧ください。

議会改革特別委員会 （正副委員長は継続）　
　委員長　若林　かずみ　　副委員長　玉守　数叔　　※委員は議長を除く全議員
義務教育学校特別委員会 （正副委員長は継続）
　委員長　幡野　美智子　　副委員長　鎌倉　文枝　　※委員は議長を除く全議員

専
決
処
分
事
項
の
報
告

（
１
件
）
及
び
条
例
改
正

（
２
件
）
に
つ
い
て
は
、

「
全
会
一
致
」
で
承
認
又

は
可
決
し
ま
し
た
。

す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の

【
減
免
適
用
期
間
の
延
長
】

「
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
」

➡
「
令
和
５
年
３
月
31
日

ま
で
」

【
施
行
日
】

公
布
の
日
（
令
和
４
年
４
月

１
日
か
ら
適
用
）



45

2022年（令和4年）5月　王寺町議会だより　第141号 本会議トピックス

【令和４年第１回（３月）定例会】
会　期　令和４年３月１日～１４日（１４日間）

専決処分事項の報告（３件）・人事案件（１件）・
当初予算審査特別委員会の設置及び委員の選任（各１件）・
当初予算（６件）・補正予算（４件）・条例制定（１件）・条例改正（７件）・
規約変更（１件）・組合議会議員の選出（１件） 計２６件

　

本
工
事
に
お
い
て
、
当

初
、
新
築
校
舎
職
員
室
前

に
庇
を
設
置
す
る
予
定
で

あ
っ
た
が
、
新
築
校
舎
と

既
存
校
舎
の
離
隔
が
狭
く
、

設
置
が
困
難
に
な
っ
た
た

め
、
契
約
金
額
を
減
額
す

る
も
の
。
９
４
６
万
円
を

減
額
し
、
変
更
後
契
約
金

額
を
54
億
３
千
４
４
４
万

円
（
内
消
費
税
額
４
億
９

千
４
０
４
万
円
）
と
す
る

も
の
。（
２
月
10
日
専
決
処

分
）

　

令
和
４
年
度
の
各
会
計

当
初
予
算
を
審
査
す
る
た

め
に
設
置
し
、
委
員
は
議

長
を
除
く
全
議
員
を
選
任

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
そ
れ
ぞ
れ
２
億
９
千

３
２
３
万
７
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
１
４
６
億
６

千
４
７
６
万
１
千
円
と
す

る
も
の
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
が
長
期
化
す
る
中
、
子

育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別

給
付
金
に
つ
い
て
、
所
得

制
限
や
離
婚
な
ど
で
支
給

の
対
象
と
な
ら
な
い
世
帯

に
対
し
、
子
ど
も
１
人
当

た
り
10
万
円
を
国
の
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
て
支
給
す
る
と
と
も
に
、

国
の
補
正
予
算
に
よ
り
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に

対
し
て
１
世
帯
当
た
り
10

万
円
を
支
給
す
る
経
費
を

補
正
す
る
も
の
。（
１
月
12

日
専
決
処
分
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
そ
れ
ぞ
れ
２
億
２
６

０
万
３
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
１
４
３
億
７
千
１

５
２
万
４
千
円
と
す
る
も

の
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
子

育
て
世
帯
の
支
援
の
た
め
、

０
歳
か
ら
18
歳
の
子
ど
も

を
持
つ
年
収
９
６
０
万
円

未
満
の
世
帯
に
支
給
す
る

子
ど
も
１
人
当
た
り
10
万

円
（
当
初
現
金
５
万
円
、

ク
ー
ポ
ン
券
５
万
円
）
に

つ
い
て
、
国
の
方
針
変
更

に
よ
り
、
12
月
か
ら
現
金

で
の
10
万
円
一
括
支
給
が

で
き
る
よ
う
に
補
正
予
算

（
第
５
号
）（
現
金
５
万
円
）

に
加
え
て
、
残
り
５
万
円

分
を
追
加
す
る
も
の
。（
令

　

上
田 

正
晴
氏
の
任
期
が

令
和
４
年
６
月
30
日
付
け

で
、
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
、
同
氏
を
推
薦

す
る
も
の

【
任
期
】
令
和
４
年
７
月
１

日
か
ら
令
和
７
年
６
月
30

日
ま
で

　

３
月
14
日
、
鎌
倉 
文

枝
議
員
が
香
芝
・
王
寺
環

境
施
設
組
合
議
会
の
議
員

を
辞
職
し
た
こ
と
に
よ
り
、

組
合
議
員
に
欠
員
が
生
じ

た
た
め
、
香
芝
・
王
寺
環

境
施
設
組
合
規
約
第
５
条

第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、

組
合
議
会
の
議
員
を
１
人

選
出
す
る
も
の
。
香
芝
・

王
寺
環
境
施
設
組
合
議
員

に
沖 

優
子
議
員
を
選
出
。

【
参
考
】

王
寺
町
議
会
選
出
議
員

（
４
人
）

・
中
川　

義
弘

・
幡
野　

美
智
子

・
松
岡　

成
行

・
沖　
　

優
子

　

自
治
体
の
代
表
者
で
あ

る
市
町
村
長
と
住
民
代
表

の
市
町
村
議
会
議
員
の
両

者
が
、
組
合
運
営
に
同
等

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
規
約
を
改
正
す
る

も
の

【
主
な
改
正
内
容
】

①
組
合
議
員
の
構
成
を
市

町
村
議
会
の
議
員
の
み

で
構
成
す
る

②
組
合
議
員
の
定
数
を
26

人
と
す
る

③
組
合
議
員
の
任
期
を
２

年
と
す
る

【
施
行
日
】

令
和
４
年
７
月
１
日

【
当
初
予
算
審
査
特
別
委
員

会
】〈
６
案
件
〉

●
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予

算
●
令
和
４
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算

●
令
和
４
年
度
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算

●
令
和
４
年
度
下
水
道
事

業
特
別
会
計
予
算

●
令
和
４
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算

●
令
和
４
年
度
水
道
事
業

会
計
予
算

【
総
務
文
教
常
任
委
員
会
】

〈
５
案
件
〉

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

９
号
）

●
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

●
王
寺
町
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
等
に
関
す
る
条
例
及

び
特
別
職
の
職
員
で
常
勤

の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

【
義
務
教
育
学
校
特
別
委
員

会
】

（
第
13
回
委
員
会
）

　

３
月
９
日
に
開
催
し
義

務
教
育
学
校
（
北
）
新
築
工

事
の
視
察
後
、
義
務
教
育

学
校
開
校
に
あ
た
っ
て
の
教

育
概
要
及
び
通
学
路
（
北
・

〔 

仮
称 

〕
王
寺
義
務
教

育
学
校
（
北
）
新
築
工

事
請
負
契
約
の
変
更
に

つ
い
て

【
報
告
受
理
】

令
和
４
年
度
王
寺
町
当

初
予
算
審
査
特
別
委
員

会
の
設
置
・
委
員
の
選

任
に
つ
い
て【原

案
可
決
】

令
和
３
年
度
王
寺
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

に
つ
い
て

【
承
認
】

令
和
３
年
度
王
寺
町

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）
に
つ
い
て

【
承
認
】

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

に
つ
い
て

【
推
薦
】

香
芝
・
王
寺
環
境
施
設

組
合
議
会
の
議
員
の
選

出
に
つ
い
て

【
選
出
】

奈
良
県
広
域
消
防
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

【
同
意
】

専
決
処
分
事
項
の
報
告

人
事
案
件

組
合
議
員
の
選
出

規
約
変
更

議
会
の
委
任
に
よ
る

専
決
処
分
事
項
の
報
告

3月
定例会

本
会
議（
３
月
１
日
）

委
員
会
付
託
案
件

本
会
議（
３
月
14
日
）

会
期
中
の
報
告

特
別
委
員
会
設
置

王寺北義務教育学校

王寺南義務教育学校

●
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
及
び
王
寺

町
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

●
王
寺
町
消
防
団
員
等
公
務

災
害
補
償
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

【
く
ら
し
環
境
常
任
委
員
会
】

〈
７
案
件
〉

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

●
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

●
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

●
王
寺
町
空
家
等
対
策
の
推

進
に
関
す
る
条
例
の
制
定

●
王
寺
町
附
属
機
関
の
設
置

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

●
西
和
地
域
病
児
保
育
室
設

置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

●
王
寺
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

南
）
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

る
。

　

義
務
教
育
学
校
（
北
）
新

築
工
事
の
視
察
と
し
て
、
校

舎
棟
、
体
育
館
棟
、
給
食

施
設
棟
の
各
施
設
設
備
の

整
備
状
況
を
確
認
。

　

義
務
教
育
学
校
開
校
に

あ
た
っ
て
の
教
育
概
要
と
し

て
、
４
月
か
ら
王
寺
北
・
南

義
務
教
育
学
校
に
お
い
て

児
童
生
徒
の
９
年
間
の
育

ち
を
支
援
す
る
教
育
が
推

進
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
中
学

校
教
員
の
専
門
性
を
生
か

し
た
指
導
や
小
学
校
教
員

の
き
め
細
か
な
指
導
を
４-

３-

２
の
学
年
区
切
り
の
中

で
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
。

　

義
務
教
育
学
校
（
北
校

区
・
南
校
区
）
の
通
学
路

に
つ
い
て
は
、
保
護
者
説
明

会
で
の
ご
意
見
を
も
と
に
検

討
・
対
策
を
重
ね
た
後
、
通

学
路
を
決
定
さ
れ
た
。

【
追
加
議
案
】

和
３
年
12
月
20
日
専
決
処

分
）
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【第1回定例会】議決結果（3 月1日・14 日）
議　　案　　名 議決結果

（発議第１号）令和 4 年度王寺町当初予算審査特別委員会の設置について 設　　置

（発議第２号）令和 4 年度王寺町当初予算審査特別委員会の委員の選任について 選　　任

（発議第３号）香芝・王寺環境施設組合議会の議員の選出について 選　　出

（報第 １ 号）〔議会の委任による専決処分事項の報告〕
　　　　　　【仮称】王寺義務教育学校（北）新築工事請負契約の変更について 報告受理

（報第 ２ 号）〔専決処分事項の報告〕　令和３年度王寺町一般会計補正予算（第７号）について
承　　認

（報第 ３ 号）〔専決処分事項の報告〕　令和３年度王寺町一般会計補正予算（第８号）について

（議第 １ 号）人権擁護委員の推薦について 推　　薦

（議第 ５ 号）令和４年度王寺町下水道事業特別会計予算について

原案可決

（議第 ８ 号）令和３年度王寺町一般会計補正予算（第９号）について

（議第 ９ 号）令和３年度王寺町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について

（議第１０号）令和３年度王寺町下水道事業特別会計補正予算（第１号）について

（議第１１号）令和３年度王寺町介護保険特別会計補正予算（第３号）について

（議第１２号）王寺町空家等対策の推進に関する条例の制定について

（議第１３号）王寺町附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例について

（議第１４号）職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について
（議第１５号）王寺町議会議員の議員報酬等に関する条例及び特別職の職員で常勤のものの給与及び

　　　　　　旅費に関する条例の一部を改正する条例について
（議第１７号）西和地域病児保育室設置条例の一部を改正する条例について

（議第１９号）王寺町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について

（議第２０号）奈良県広域消防組合規約の変更について

議　　案　　名 議決結果

玉
守 

数
叔

若
林 

か
ず
み

坂
下 

早
苗

北
村 

達
夫

小
山 

郁
子

大
久
保 

一
敏

沖 

優

子

松
岡
ま
さ
ゆ
き

鎌
倉 

文
枝

楠

本 

勝

幡
野 

美
智
子

（議第２号）
令和４年度王寺町一般会計予算について

原案可決

〇〇〇〇●〇〇〇〇〇●

（議第３号）
令和４年度王寺町国民健康保険特別会計予算について 〇〇〇〇●〇〇〇〇〇●

（議第４号）
令和４年度王寺町後期高齢者医療特別会計予算について 〇〇〇〇●〇〇〇〇〇●

（議第６号）
令和４年度王寺町介護保険特別会計予算について 〇〇〇〇●〇〇〇〇〇●

（議第７号）
令和４年度王寺町水道事業会計予算について 〇〇〇〇●〇〇〇〇〇●

（議第１６号）
一般職の職員の給与に関する条例及び王寺町会計
年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例について

〇〇〇〇●〇〇〇〇〇●

（議第１８号）
王寺町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 〇〇〇〇●〇〇〇〇〇●

賛成＝〇　反対＝●　（議長は採決に加わらない。）起立採決の議案

全会一致の議案

　令和４年度は保険料の改定期で大幅
引上げとなる。同時に医療費も窓口負担
が従来の1割負担 2,009人のうち900人

（45％）が 2 割負担となり受診控えが懸
念される。命と健康と暮らしを守るため、
これらの自己負担は認められない。

　約 12 億円の剰余金でコロナ禍の
支援として水道料金の基本料金の減
免。新設加入金は営業収益に計上す
べき。県域水道一体化ありきでなく公
平で適正な水道料金の維持できるよ
う水道料金の引下げを求める。

　国保の県統一化に向け保険税が毎年引
きあげられているが、令和 4 年度は全体
としては 1350 万円の引き上げとなる。滞
納状況は前年比で世帯数、滞納額、差押
え件数の全てで増加しており加入者の困
窮が進んでいる。引上げの予算は認めら
れない。

　ICT 推進事業で 1 億 6045 万 2 千円が計上、その中に行政手続きオンライン
システム構築 2550 万円等がある。行政のデジタル化の問題点①プライバシー
の侵害の拡大②住民への対面サービスの後退③マイナンバー制度の拡大④官
民癒着の拡大と利益誘導。
　また教育のデジタル化による経済政策の中に教育を位置付けることは、不利
益を被る子どもが生じるため間違い。介護保険につなげない取組として高齢者
一体的保健事業が新規に計上。高齢者優待バス事業は年 200 回の無料乗車
券を配布し、高齢者入浴事業も含め自己負担 100 円廃止すべき。

　日本の労働者の実質賃金はこの 20 年間下がり続けている。地方公務員の給与引き下げは民間等への引下げ圧力になり地域経済の
打撃となる。会計年度任用職員の賃金はもともと低く同様の適用はすべきてない。

　①国保の加入者は無職や非正規雇用が中心で国保は医療の最後のセーフティーネット。保険税の引き上げは加入者の命、健康、暮
らしをおびやかす。②未就学児の均等割りは 5 割減額となっているが、「年齢引上げ、均等割りをなくす」拡充を求める。

　国は介護保険の給付抑制、自助努
力や地域住民の助けあいに傾倒して
いく政策誘導をしているが生活援助
に制限をかけることは、自立支援に
役立たない。必要な支援に責任をも
つ介護保険を求める。

　保険料率改正は医療費の更なる増
加が見込まれる中、安定的な制度運
営を行うためのもの。また、健康診査
の実施や人間ドック一部助成など医
療費適正化のための事業に積極的に
取組む予算が計上された。

　内部留保資金を活用して、老朽管
更新工事などの更新費用を計上され、
安全・安心な飲料水を安定して供給
されている。また、経常経費を抑える
など健全な運営が図られる予算が計
上された。

　第２期データヘルス計画に基づき、被
保険者の健康保持増進、医療費適正化
につながる保健事業を展開する予算であ
る。計画的、段階的な保険税率の改正に
より財源確保に努められるなど、安定した
制度運営につながる予算である。

　令和４年度予算の編成では、王寺町の発展に大きく関わる王寺駅周辺のまち
づくりや畠田駅前広場整備などの都市基盤整備、葛下内水対策貯留池や泉の
広場防災公園の整備、義務教育学校をはじめ教育のまち王寺の実現に向けた
取組、地域の活性化や町の魅力向上とにぎわいの創出を図る取組、新型コロナ
ウイルスワクチン接種をはじめとした感染症対策予算など、真に重要な事業に
かかる予算を計上された。王寺町の未来を熟考し、住民の声を幅広く反映され
た予算である。

　給与改定等を行なうにあたっては、閣議決定の趣旨に沿って適切に対応するという要請に従い、これまでどおり、人事院勧告に基づき、
給与改定を実施するべき。コロナ禍の中での期末手当の据置きは理解を得られない。

　被保険者の負担の公平性を図るため、県内保険税率の統一化が進められており、保険税率の改正は、急激な負担とならないよう計
画的に改正されている。また新たに未就学児に係る均等割保険税の減額措置が導入される。

　第９期介護保険事業計画策定に向
け、研究機関から介護予防事業の客
観的評価を得るための予算や町内介
護事業所での人材確保と介護職員の
技能向上を支援するための予算が計
上された。

幡野 美智子 議員小山 郁子 議員

幡野 美智子 議員
小山 郁子 議員

幡野 美智子 議員

幡野 美智子 議員

幡野 美智子 議員

坂下 早苗 議員玉守 数叔 議員

大久保 一敏 議員 松岡 まさゆき 議員

玉守 数叔 議員

坂下 早苗 議員

若林 かずみ 議員

反対討論反対討論

反対討論
反対討論

反対討論

反対討論

反対討論

賛成討論賛成討論

賛成討論 賛成討論

賛成討論

賛成討論

賛成討論

令和４年度王寺町後期高齢者
医療特別会計予算について

令和４年度王寺町水道事業会計
予算について

令和４年度王寺町国民健康保険
特別会計予算について

令和４年度王寺町一般会計予算について

一般職の職員の給与に関する条例及び王寺町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正す
る条例について

王寺町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

令和４年度王寺町介護保険特別
会計予算について

本会議トピックス
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令和４年度 一般会計・特別会計予算

令和４年度 水道事業会計予算

３
月
８
日
・
９
日

令
和
４
年
度

各
会
計
予
算
を
審
査

当
初
予
算
審
査

令和４年度　一般会計

を原案可決！

当初予算

113 億3，４００万円

会計名 令和４年度予算 令和３年度予算 前年度比 　可否
一 般 会 計 113億3,400万円 135億7,400万円 83.5%

原案可決

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 	24億4,100万円 24億		800万円 101.4%

後 期 高 齢 者 医 療 4億7,100万円 3億9,600万円 118.9%

下 水 道 事 業 9億1,991万円 8億6,456万3千円 106.4%
介 護 保 険
（介護保険・介護サービス事業） 20億2,986万円 19億8,761万円 102.1%

水道事業会計 令和４年度予算 令和３年度予算 前年度比 可否

収益的
収　　入 6億4,687万7千円 ６億2,234万5千円 103.9%

原案可決
支　　出 6億686万3千円 6億1,281万円 99.0%

資本的
収　　入 ３,949万5千円 6,523万8千円 60.5%

支　　出 3億355万3千円 ４億1,042万9千円 74.0%

令和４年度 予算概要
　本紙では、令和4年度の予算概要、取組について、王寺町総合計画で掲げられている「まちづくり目標（６項目）」
ごとに整理を行い、主な新規事業（新　規と掲載）を中心に抜粋して掲載しています。
　なお、町広報紙（王伸４月号）に挟み込みの町長の「施政方針」も合わせてご覧ください。

総合計画後期基本計画及び第３期総合戦略の策定　〔８２５万円〕
➡総合計画前期基本計画、第２期総合戦略の効果検証を行うとともに、住民アンケート調査など準備を進め令和５年
度中の策定を目指す
新　規　行政手続きのオンライン化（ぴったりサービス） 〔２,５５０万円〕

➡児童手当や介護保険関係など３１の手続きについて、令和５年度からマイナンバーカードを用いたオンライン手続きが
可能となる
新　規　旧小学校（王寺小学校・王寺北小学校）跡地利用の検討 〔８００万円〕
　➡閉校となった旧小学校の跡地を有効に活用できるように整備方針を検討
王寺町男女共同参画等計画の策定 〔３４５万円〕※うち 300 万円は令和 3 年度 3 月補正予算額
　➡「王寺町男女共同参画計画」及び「王寺町女性活躍推進計画」を策定

王寺駅北エリアのまちづくり　〔１,８７３万円〕
　➡「王寺駅周辺地区（駅北エリア）まちづくり基本計画」に基づいた、道路予備設計業務、旧中央公民館跡地活用の検討
新　規　畠田公園トイレ改修事業　〔９００万円〕
　➡老朽化した畠田公園トイレを、機能向上（内装の塗装、温水洗浄便座や自動水栓の設置）を図るために大改修を実施

新　規　テレワーク施設の誘致　〔４,２００万円〕
➡国の「デジタル田園都市国家構想推進交付金」などを活用し、リーベル王寺西館の空き店舗を利用してテレワーク
施設を整備 ※令和３年度３月補正予算

久度大橋修繕・耐震補強事業　〔１億１，０００万円〕
　➡修繕・耐震補強設計業務に基づき、令和８年度の完成を目標に修繕・耐震工事に着手
JR 畠田駅前線整備事業　〔２億５,５３４万円〕
　➡駅前広場及び接続道路の整備に伴う用地取得等
新　規　地球温暖化対策実行計画の策定　〔９０１万円〕
　➡温室効果ガスの排出量削減等を推進するための計画を策定

２．快適で暮らしやすいまちづくり
６．活力とにぎわいのあるまちづくり

３．安全で安心に暮らせるまちづくり

４．健やかに暮らせるまちづくり

５．人を育みみんなが学べるまちづくり

１．住民に開かれ自立するまちづくり
※〔　　〕内の数字は令和４年度予算額

泉の広場防災公園整備事業　〔１億９,３１０万円〕
➡「いずみスクエア」との一体整備として、ヘリポートを備えた拠点避難施設としての防災公園、また、平時には地域
の憩いの場である近隣公園として整備

葛下内水対策貯留池整備事業　〔２億７,６００万円〕
➡河川の水位上昇による内水被害を防ぐため、県と連携して葛下３丁目地内に、大雨時に一時的に水を貯める貯留池
を整備
新　規　ため池劣化状況評価事業　〔３,２００万円〕
　➡防災重点ため池４０箇所の劣化状況評価業務

やわらぎの手帳優遇措置事業　〔２,７７６万円〕
➡高齢者の外出支援のための運賃補助（バスカード・イコカカード・タクシー優待券・免許返納者バスカード）
新　規　高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施　〔７１２万円〕

➡高齢者の健康寿命の延伸を目的として、７５歳以上の健康リスクのある方への保健指導や医療機関への受診勧奨、ヘル
スアップ教室等にフレイル予防に特化したカリキュラムを取り入れることで、保健事業と介護予防の取組を一体的に実施

新型コロナウイルス感染症ワクチン接種　〔５,７９４万円〕
➡感染拡大を防止し、町民の生命及び健康を守るため、ワクチン接種を実施

幼児教育・保育の無償化　〔６億９,８６４万円〕
➡国の無償化に加えて、無償化の対象とならない０歳から２歳児までの在園第２子目の保育料減免を町独自施策で引
き続き実施
新　規　町立幼稚園給食の実施　〔８８２万円〕

➡町栄養士を新たに１名配置し、「食育の推進」や「食物アレルギー対応」を含め、安全安心な給食を提供
王寺北・王寺南義務教育学校整備事業　〔１１億７,８５１万円〕

➡王寺北は既存校舎の解体及びグラウンドを拡張するための整備等を実施し、王寺南は引き続き大規模改造工事等を実施
新　規　通級指導教室の開設　〔５９１万円〕

➡障害の程度が比較的軽度である児童生徒に対し、学習上や生活上の困難を改善することを目的に２校の義務教育
学校にそれぞれ開設

生涯学習施設長寿命化事業　〔３億７,０８０万円〕
➡個別施設計画に基づき、老朽化した施設の改修工事を実施（やわらぎ会館、王寺アリーナ、南公民館）
新　規　新テニスコート整備事業　〔３,２００万円〕

➡泉の広場テニスコートが県道整備により撤去する必要があることから、葛下内水対策貯留池内にテニスコートなどの
運動公園を整備するための設計業務を実施。また供用開始までの間、仮設テニスコートを旧王寺小学校グラウンドに
設置
新　規　企業版ふるさと納税を活用したバスケットボール設備の整備及び活用　〔５９５万円〕

➡企業からの寄附金を受け、畠田公園、烏山公園、舟戸児童公園にバスケットゴールを整備
またプロバスケットチームを招いて、バスケットボール教室等を実施
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【主な歳入】
　・町税（＋１億２,３４９万３千円）
　・地方交付税（＋１億８,６０８万５千円）
　・地方創生臨時交付金（＋３,４０２万８千円）
　・特定河川浸水被害対策推進事業補助金
　　（＋５,５００万円）
　・畠田駅前線整備事業費交付金
　　（▲５,８３０万円）
　・基金繰入金（▲１億１,５４０万円）
　・町債〔泉の広場防災公園など〕
　　（▲２億７,６８０万円）など

【趣旨】
人事院規則の一部改正に伴う改正

【主な改正内容】
①非常勤職員の育児休業の取得要件の緩和

・「引き続き在職した期間が１年以上」の取
得要件を廃止

②育児休業を取得しやすい勤務環境の整備
に関する措置等
・妊娠・出産等を申し出た職員に対する個

別の周知・意向確認
・勤務環境の整備（研修の実施、相談体

制の整備等
【施行日】 令和４年４月１日

【趣旨】令和３年の人事院勧告を受けて、一般
職の国家公務員の給与改定に準じ、「特別職の
職員の給与に関する法律」の一部が改正され
たことに伴う改正

【主な改正内容】
①期末手当の支給月数を年間で０．１０月分引

き下げる（年３．３５月分→年３．２５月分）
②令和４年６月に支給する期末手当に関する

特例措置（令和３年１２月に支給した期末手
当に１６７．５分の１０を乗じた額を条例改正
後の支給月数により算出される期末手当の
額から差し引く）

【施行日】公布の日

【趣旨】令和３年の人事院勧告を受け国家公務員において、「一般職の職員の給与に関する法律」の一
部が改正されることに伴う改正

【主な改正内容】
①期末手当の支給月数を年間で一般職０.１５月分、再任用職員０.１０月分、会計年度任用職員

０. ０７５月分引き下げる
・一般職（年４．４５月分→年４．３月分）、再任用職員（年２．３５月分→年２．２５月分）、会計年度任用

職員（年１．２７５月分→年１．２月分）
②令和４年６月に支給する期末手当に関する特例措置

・令和３年１２月に支給した期末手当に下記の割合を乗じた額を条例改正後の支給月数により算出
される期末手当の額から差し引く

【割合】　一般職（１２７．５分の１５）、再任用職員（７２．５分の１０）
会計年度任用職員（６３.７５分の７．５）

【施行日】公布の日

歳入歳出予算の総額にそれぞれ、５,８９８万５千円を追加し、総額を１４７億２,３７４万６千円とするもの

【補正予算】

【条例改正】

令和３年度王寺町一般会計補正予算（第９号）について

職員の育児休業等に関する条例の一部
を改正する条例について

王寺町議会議員の議員報酬等に関する
条例及び特別職の職員で常勤のものの
給与及び旅費に関する条例の一部を改
正する条例について

一般職の職員の給与に関する条例及び王寺町会計年度任用職員の
給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【挙手多数　可決】

〇現計画（平成２９年３月策定）の内容を基本として、令和３年３月までに策定された「個別施設計画」を踏まえ
た見直しを行うもの

〇時点修正のほか、長寿命化対策の効果額や跡地利用の基本方針など１１項目を追加
〇今後、各施設の点検や診断を基に計画的な長寿命化、住民の利便性や快適性の向上、安全安心の確保を図り、

持続可能な公共施設の管理運営につなげていく

〇大規模な災害発生時であっても、町民の生命・身体及び財産を保護し生活への影響を最小限にするため、適
切に業務を執り行うことができるよう策定するもの（令和４年３月末策定）

〇計画策定にあたっては、「昭和５７年水害」や「阪神淡路大震災」の被害状況を前提としている
〇国、県が管理する計画との整合性を図り、新たな動向にも対応する

〇令和４年２月１１日から２０日まで、町公式サイトにおいてパブリックコメントを実施し、特別支援教育の充実、
食育の推進についての意見が提出された

〇総合教育会議を経て、令和４年３月に改定版が完成予定

【趣旨】
　「消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する法律」の一部改正に伴う改正

【改正内容】
　損害補償を受ける権利に係る年金担保を可能とする規定の廃止
　　・老後の生活を支える年金の受給権保護の観点から年金担保貸付事業が
　　　廃止されることに伴い、年金担保を可能とするただし書きを削るもの

【施行日】令和４年４月１日

　〇令和４年１月以降の学級閉鎖の件数、園児・児童生徒の感染者数等について報告を受ける

【報告事項】

王寺町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について

王寺町公共施設等総合管理計画の改定

王寺町業務継続計画（ＢＣＰ）策定

王寺町教育振興ビジョン（教育振興計画）の中間見直し

幼稚園・小中学校の学級閉鎖等の状況

発達段階も考慮し、ポスティングによる課題の配布や課題アプリの活用、また、一人一台端末によ
る「オンライン授業」の配信等、双方向による授業を進める中で教員が児童生徒一人一人の習熟
状況を把握して対応している。
さらに、クラス担任が新型コロナウイルスに感染した際は、担任以外の教員、状況によっては校長、
教頭が代わりに授業を行い、学校全体で協力しながら対応している。

特別支援学級において個に応じた教育を進めるとともに、令和４年４月からは、北・南の義務教育
学校に新たに「通級指導教室」を開設し、更なる特別支援教育の充実に取組む。

学級閉鎖等による学習保障について

「特別支援教育」の取組について

【全会一致　可決】

【主な歳出】
　・財政調整基金（＋４億７０１万４千円）
　・減債基金（＋１億１,８２０万５千円）
　・葛下内水対策貯留池整備事業
　　（＋１億１,０００万円）
　・畠田駅前線整備事業（▲１億６２０万円）
　・泉の広場防災公園整備事業（▲３億円）など
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【補正予算】

【条例制定】

【条例改正】

歳入歳出予算の総額にそれぞれ、２，９９３万３千円を追加し、総額２４億６，０８９万４千円とするもの

歳入歳出予算の総額からそれぞれ、５１３万１千円を減額し、総額８億５，９４３万２千円とするもの

〔介護保険事業〕
歳入歳出予算の総額からそれぞれ、９，６７２万４千円を減額し、総額１９億２，９５２万２千円とするもの

〔介護サービス事業〕
歳入歳出予算の総額にそれぞれ、１９万９千円を追加し、総額６１８万８千円とするもの

【趣旨】温室効果ガスの排出量の抑制等を推進するための地球温暖化対策地方公共団体実行計画策定に
あたり、必要な事項の調査及び協議を行う策定委員会を設置するために条例を改正するもの

【主な改正内容】
　①王寺町附属機関の設置に関する条例の一部改正

➡「王寺町地球温暖化対策地方公共団体実行計画策定委員会」を新たに規定するもの
・ 人数１２人以内（町議会議員、学識経験者、住民関係団体の代表者、教育関係者、公募によ

る住民、その他町長が必要と認める者）
・  任期２年

　②特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正
➡「王寺町地球温暖化対策地方公共団体実行計画策定委員会委員」に係る報酬等を新たに規定す

るもの（報酬日額７千円など）
【施行日】公布の日

【趣旨】適切な管理が行われていない空家等に対して何等かの措置をとる場合、法に基づき、特定空家等
に認定し、指導、勧告、命令等の手続きを経る必要があり、相当な期間を要する。このことにより、迅速
な措置がとれずに、人の生命、身体及び財産に危害が及ぶ可能性があることから、法とは別物の即時強
制を規定し、命令の手続きを経ずに公益に反する状況に対して、町の権限で改善措置をとることができる
ようにするもの。

【主な改正内容】
　①緊急安全措置
　　➡命令の手続きを経る時間的余裕のない場合に行う即時強制
　　　〔措置の例〕部材飛散防止のための仮囲い、危険個所の補強、倒壊等防止策
　②軽微な措置
　　➡命令の手続きを経るには至らない軽微な事案である場合に行う即時強制
　　　〔措置の例〕扉・窓の閉鎖、立入禁止等の表示、支障物の移動

【施行日】令和４年４月１日

令和３年度王寺町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について

令和３年度王寺町下水道事業特別会計補正予算（第１号）について

令和３年度王寺町介護保険特別会計補正予算（第３号）について

王寺町附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例について

王寺町空家等対策の推進に関する条例の制定について

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【報告事項】

【趣旨】令和４年４月の義務教育学校の開校に伴い、「小学校」の文言を改正するもの
【改正内容】

　　対象児童の規定において、次のとおり改正するもの
　　〔改正前〕「生後６か月に達する日から小学校６年生までの者」
　　〔改正後〕「生後６か月を経過した日から満１２歳に達した日以降の最初の３月３１日までの間にある者」
　　　※実施自治体の西和５町（平群町、三郷町、斑鳩町、上牧町、王寺町）で統一

【施行日】令和４年４月１日

【趣旨】県内統一保険税率に段階的に近づけるための保険税率改正及び未就学児に係る均等割額の減額措置の導入
【主な改正内容】

　　①保険税率の改正
　

　

　　②未就学児に係る均等割額の減額措置の導入
　　　・令和４年度以後の年度分の国民健康保険税について適用
　　　・対象者は加入全世帯の未就学児（６歳に達する日以後の最初の３月３１日以前である被保険者）
　　　・上記の表の均等割額（医療分・後期分）の５割を減額（減額相当分は国・県・町で負担）

【施行日】令和４年４月１日

【完了工事】
　・本町１丁目地内配水管改良工事
　・県道畠田藤井線配水管改良工事

【施工中の工事】※令和４年３月現在
　・第二浄水場電気設備更新工事（進捗率：約９０％）
　・久度１丁目地内配水管改良工事〔仮設〕（進捗率：約８０％）
　・久度１丁目地内配水管改良工事〔本設〕（進捗率：約７０％）
　・久度３丁目地内配水管改良工事〔仮設〕（進捗率：約８０％）
　・久度３丁目地内配水管改良工事〔本設〕（進捗率：約６０％）

〇令和４年２月１７日に開催された「第２回奈
良県広域水道企業団設立準備会（市町
村長等で構成）」の協議内容について報
告を受ける

〇県域水道一体化後の給水原価、供給原
価の試算結果（令和７年～令和３６年）

　➡２７市町村の加重平均で、給水原価、
供給原価ともに上昇抑制効果がある

　➡本町の給水原価、供給原価ともに統
合効果がある

〇今後のスケジュール
　➡令和４年度に基本計画案、基本協定

案を策定し、基本協定を締結
　➡令和５年度に一部事務組合（企業団）

設立準備
　➡令和６年度、一部事務組合（企業団）

を設立、令和７年度に事業統合

【予定工事】
　上期発注予定
　　・配水管改良工事（元町２丁目・葛下２丁目地内）
　　・前田橋架け替え工事に伴う配水管仮設工事
　下期発注予定
　　・配水管改良工事（久度３丁目・王寺２丁目地内）
　　・排水管移設工事（葛下３丁目地内）

西和地域病児保育室設置条例の一部を改正する条例について

王寺町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

令和３年度上水道事業の進捗状況 県域水道一体化

令和４年度上水道事業の計画

区　分
医　療　分 後　期　分 介　護　分

改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後

所 得 割 6.7% 7.0% 2.8% 3.0% 2.9% 3.1%
均 等 割 26,000 円 26,200 円 10,000 円 10,400 円 16,000 円 17,200 円
平 等 割 23,000 円 22,000 円 7,400 円 7,700 円 － －

【全会一致　可決】

【挙手多数　可決】
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〔令和３年度実施事業〕　主なものを掲載
〇明神山の山頂で没入体感する歴史眺望
　➡明神山頂でＶＲゴーグルを着けて、歴史眺望の魅力を没入体感できるコンテンツを制作
〇久度大橋のラッピングと域内歴史文化の普及啓発
　➡王寺駅での乗降で、多くの方が利用する久度大橋の壁面等に町の歴史文化に関わる写真をラッピングする
〇全国だるまさんがころんだ選手権大会
　➡達磨寺に伝わる飢人伝説に関連した昔遊びを、老若男女誰もが楽しめる王寺のご当地スポーツとして全国に広

めることを目標に初開催
〔令和４年度予定事業〕　主なものを掲載

〇明神山歴史眺望ＶＲコンテンツの更なる充実
〇全国だるまさんがころんだ選手権大会

〇男女共同参画の意識調査の概要
・対象者：町内に在住する満２０歳以上の男女１,０００人（計２，０００人）を無作為抽出
・期　間：令和４年１月２１日から２月７日まで
・回収率：４５．６％（男性：４２．４％・女性：５６．９％・無回答等：０．７％）
・調査項目：県が実施した意識調査項目を基本に町独自の項目を追加（２５項目４４問）
・ 調査結果の主なものとして、育児・介護休業法が改正されることから、「育児休業、介護休業制度を利用しやすく

するためには」の問いでは、「職場の理解」が最も高く８１．８％であった。就業面では、「柔軟な働き方」の支援策
として、「テレワークの設置」を望む声が、６５．１％であった。男女が共に活躍できる王寺町にする為に、今後、行
政が力を入れるべき取組への問いは、「男はこうあるべき、女ならこうすべき」といった固定的な性別役割分担の
払拭が最も高かった。これらの意識調査の結果を分析し、計画策定に活かす

〇令和４年２月２８日時点での予約状況及び接種状況について説明を受ける（状況日々 更新されるため、内容は割愛）
〇小児（５歳～１１歳）の接種について、概要報告を受ける
※最新情報は、王寺町公式サイトに掲載

〇新型コロナウイルス感染症の長期化に伴う支援として、国の補助を受けて１世帯あたり１０万円を交付
〇対象世帯
　①世帯全員の令和３年度「住民税均等割」が非課税の世帯（１，９８３世帯）
　②令和３年１月以降の収入が減少し、「住民税非課税相当」になった世帯（１６１世帯）※見込み
〇申請期限　令和４年９月３０日まで

〔見直しの内容〕　運転免許証を返納された７０歳以上の方の自己負担が無料となる期間を見直しするもの
　（現行）無料の期間に制限がない　➡　（変更後）令和５年度より、原則、無料の期間は１年間限りとする

〔例外規定〕７０歳から７４歳で免許返納した場合、７５歳に到達するまで無料の期間を継続

〇令和３年１２月に雑がみ回収袋配布（新聞、雑誌、雑がみ類の収集量は前月比較で約２．５倍）
〇「資源ごみ回収ステーション」を設置　※利用可能時間８：３０～１７：１５（年末年始及び設置場所の休館日を除く）

※町内４箇所（旧中央公民館、清掃事務所、いずみスクエア、文化福祉センター）

〇後期高齢者で一定の所得がある方の窓口負担は１割から２割に変更（令和４年１０月１日～）
〇対象者：単身世帯 課税所得（２８万円以上）かつ「年金収入+ その他の合計所得金額」（２００万円以上）
 被保険者が複数名の世帯 課税所得（２８万円以上）かつ「年金収入+ その他の合計所得金額」（３２０万円以上）

〇全体の進捗率　※令和４年３月現在
　➡約９９％（４３件中 ４１件完了）
〇工種ごとの進捗率
　・道路新設改良工事　完了（１件）
　・舗装新設改良工事　完了（５件）
　・道路維持修繕工事　完了（１４件）
　・水路新設改良工事　約８３％（３件中 １件完了）
　・水路維持修繕工事　完了（２０件）
　※３月末までに全工事が完了見込み

〇計画期間満了に伴う改正（平成２９年度策定）
〇計画の期間

令和４年度から令和８年度までの５年間
〇計画の対象
　町内の「空家等」、「空家等となる見込みのある住宅」、

本町が所有又は管理する老朽化した施設
〇令和３年度に実施した、空家等実態把握調査の結

果や即時執行を規定した「空き家条例」の制定な
どを含めた計画

〇平成２０年３月に策定された計画を全面的に見直すもの
〇計画の期間：令和４年度から令和８年度までの５ヶ年計画
〇耐震化の促進を図る建築物
　➡昭和５６年６月の新耐震基準適用以前の構造基準で設計・建築された既存建築物
※生活の基盤となる「住宅」（戸建て住宅・共同住宅）、「多数の者が利用する建築物」（病院、学校、店舗、保育園、

事務所等の多くの人が利用する一定規模以上の建築物）
〇目標値
　➡令和７年度までに耐震化率を９５％に設定（令和２年度時点で「住宅」の耐震化率は８９．７％）

〔令和３年度実施事業〕　事業費：７,７００万円（地方創生推進交付金を活用）
〇座禅・写経・写仏体験の企画・導入及びＰＲ（パンフレット・案内看板・ホームページの作成）
〇雪丸茶屋での願い札絵付け体験等の企画・導入及びＰＲ
〇達磨寺方丈を活用したアート展（「ＴＯＵＣＨＩ ＤＡＲＵＭＡＪＩ まちの芸術祭」）の開催
〇明神山等の間伐材を利用した特産品の開発

〔令和４年度予定事業〕　事業費：７,７００万円（地方創生推進交付金を活用）
〇まちの芸術祭 vol.2（令和４年９月から１１月の間で２週間程度開催予定）
〇オリーブ収穫祭（令和４年９月から１１月頃　※ 収穫の時期に合わせて開催予定）
〇特産品のＰＲ・新規特産品の開発

〇久度地区の自治会や住民の方との意見交換を重ね、有識者や事業者と協議しながら策定されたもの
〇「王寺駅周辺地区まちづくり基本構想」（平成３０年５月策定 / 基本構想「西和地域の中核となる拠点機能の強化

の実現」）における、まちづくりの方針を踏まえ、今後の取組みの方向性、内容、事業手法などを整理したもの
〇３つの取組の方向性と取組内容
　　①道路整備や土地利用の誘導による防災機能の強化

➡中央公民館前道路の整備、狭溢道路の解消に向けた地
区計画策定、補助幹線道路の整備、水災害リスク軽減に
向けた対策検討

　　②中央公民館跡地利用等の活用によるにぎわいの創出
➡中央公民館跡地の整備、事業所等の誘致に向けた地区

計画策定、花緒街の活性化支援
　　③官民連携によるまちづくりの促進

➡居心地が良く歩きたくなる まちなかの形成、大和川河川
空間の利活用

王寺町の文化財を生かした観光拠点づくり事業

王寺町男女共同参画等計画策定の取組

新型コロナワクチン接種における追加接種（３回目接種）の予約状況、接種状況等

令和３年度「住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金」の進捗状況

王寺町やわらぎの手帳優遇措置事業優待乗車バスカード（免許返納）の優遇措置期間の見直し

「ごみ減量化プロジェクト」現状報告

後期高齢者医療における窓口負担割合の見直し

令和３年度町内要望土木工事の進捗状況 王寺町空家等対策計画の改定

王寺町耐震改修促進計画の改定

達磨寺方丈魅力化事業の推進

王寺駅周辺地区（駅北エリア）まちづくり基本計画（案）
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自
宅
待
機
を
要
請

さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
濃
厚

接
触
者
等
の
う
ち
、
親
族

や
知
人
等
に
よ
る
支
援
が

受
け
ら
れ
な
い
人
を
対
象

に
、
買
い
物
代
行
や
医
薬

品
の
代
理
受
取
サ
ー
ビ
ス

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
現

健
康
子
育
て
支
援
部

長　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
、
第
６
波

の
感
染
拡
大
期
を
迎
え
た
。

こ
の
第
６
波
の
主
流
な
株

と
な
っ
て
い
る
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
は
、
こ
れ
ま
で
の
ウ
ィ
ル

ス
に
比
べ
感
染
力
は
強
い

が
重
症
化
率
は
低
い
特
性

が
あ
り
、
奈
良
県
で
は
感

染
急
拡
大
を
受
け
て
、
入

院
・
入
所
に
加
え
て
自
宅

療
養
を
含
め
た
療
養
体
制

に
変
更
さ
れ
た
。
王
寺
町

で
は
、
自
宅
待
機
し
て
い

る
濃
厚
接
触
者
等
の
う
ち
、

一 般 質 問

時
点
の
利
用
者
数
及
び
利

用
日
数
に
つ
い
て
伺
う
。

議会を傍聴してみませんか
（令和4年第２回定例会の予定）

　議員が本会議で町の一般事務や将来に対する
方針などについて質問することです。
　本紙では、質問及び答弁の要旨
を掲載いたします。なお、右記のＱ
Ｒコードを読み取り、アクセスいた
だきますと、一般質問の録画映像
を視聴することができます。

～～  一 般 質 問  ～～

既
存
３
校
（
王
小
・

北
小
・
王
中
）
を
建

替
え
・
改
修
し
た
場
合
と

王
寺
北
義
務
教
育
学
校
新

築
費
用
の
比
較
に
つ
い
て

伺
う
。

義
務
教
育
学
校
の
新
築
と
３
校
の
既
存
校
舎

の
建
替
え
・
改
修
と
の
費
用
比
較
に
つ
い
て

買
い
物
代
行
や
医
薬
品
の
代
理
受
取 

   

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

町
長　
既
存
の
学
校

を
建
替
え
・
改
修
し

た
場
合
、
王
小
の
建
築
費
約

２６
億
円
と
既
存
校
舎
解
体
約

３
億
円
で
、合
計
約

２９
億
円
。

北
小
の
改
修
費
は
約

１４
億

円
。
王
中
の
建
築
費
約

２８
億

円
と
既
存
校
舎
解
体
約
３
億

円
で
、
合
計
約

３１
億
円
、
給

食
施
設
整
備
費
約

１０
億
円
を

合
わ
せ
る
と
３
校
建
替
え
・

改
修
し
た
場
合
は
約

８４
億
円

と
試
算
。

　

一
方
、
王
寺
北
義
務
教
育

学
校
の
当
初
予
定
の
整
備
費

用
は
、
校
舎
・
体
育
館
で
約

５９
億
円
、
造
成
費
・
既
存
校

舎
解
体
約

１６
億
円
、
給
食

施
設
約

１０
億
円
で
、
合
計
約

８５
億
円
を
見
込
ん
で
い
た
。

そ
の
後
に
実
施
設
計
を
行

周
産
期
グ
リ
ー
フ
ケ

ア
と
は　

流
産
や
死

産
・
新
生
児
死
等
で
お
子
さ

ん
を
亡
く
さ
れ
た
母
親
や
そ

の
家
族
の
グ
リ
ー
フ
（
深
い

悲
し
み
）へ
の
支
援
の
こ
と
。

厚
生
労
働
省
は
２
０
２
１
年

５
月
31
日
、
産
婦
健
康
診
断

事
業
の
実
施
要
項
を
改
正

健
康
子
育
て
支
援
部

長　

グ
リ
ー
フ
か
ら

の
回
復
に
は
、
長
い
年
月
を

経
て
悲
嘆
か
ら
回
復
に
向

か
お
う
と
す
る
も
の
で
、
そ

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
に
つ
い
て

医
療
機
関
や
産
後
ケ
ア
等
の

　
　
　

支
援
に
つ
な
げ
て
い
く

新
築
の
方
が
町
の
負
担
額
は
軽
減
さ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
、
自
宅
療
養
者
を

サ
ポ
ー
ト
す
る

の
方
の
状
況
に
応
じ
た
ケ

ア
が
大
切
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
王
寺
町
で
は
、
産

後
の
母
親
の
体
調
不
良
等

が
あ
る
場
合
は
、
医
療
機

関
か
ら
連
絡
が
入
る
ケ
ー

ス
、「
す
く
す
く
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
」
の
電
話
相

談
の
中
で
流
産
等
を
経
験

さ
れ
た
こ
と
を
把
握
し
、
そ

の
ま
ま
ご
相
談
に
応
じ
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
。
ま
た
専

門
的
な
相
談
に
つ
い
て
は

「
す
く
す
く
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
」
業
務
の
一
環
で
実

施
し
て
い
る
「
心
の
相
談
」

に
お
い
て
、
心
の
ケ
ア
に

精
通
し
た
専
門
の
看
護
師

が
対
応
し
、
必
要
に
応
じ

て
医
療
機
関
へ
つ
な
げ
て
い

る
。
ま
た
産
後
ケ
ア
事
業

に
お
い
て
、
新
た
に
令
和
４

年
度
か
ら
実
施
す
る
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
（
訪
問
型
）
を
開

始
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
方
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

対
応
が
可
能
と
な
る
。
周

産
期
の
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
に
つ

い
て
は
、
母
親
等
の
悲
し
み

の
深
さ
や
喪
失
感
も
人
そ

い
、
現
時
点
の
整
備
費
用
は

新
築
工
事
の
校
舎
・
体
育
館

で
約

４５
．
９
億
円
、
造
成
費・

既
存
校
舎
解
体
約

１９
．
２
億

円
、
給
食
施
設
約

１０
．
１
億

円
で
、
合
計
約

７５
．
２
億
円

で
あ
る
。
よ
っ
て
３
校
建
替

え
・
改
修
よ
り
約
８
．
８
億

円
、
当
初
予
定
よ
り
約
９
．

８
億
円
削
減
と
な
る
。

　

次
に
国
の
補
助
金
等
を
除

い
た
町
の
実
質
負
担
額
は
、

３
校
建
替
え
・
改
修
し
た
場

合
の
約

８４
億
円
か
ら
、
約

７
億
円
は
国
の
補
助
金
や
交

楠本 勝 議員
（無所属） ６月7日（火）

	 9時15分	 議会運営委員会
	 9時30分	 議場コンサート
	10時00分	 本会議（議事上程等）
６月8日（水）
	 9時30分	 本会議（一般質問）
６月10日（金）
	 9時30分	 総務文教常任委員会
６月13日（月）
	 9時30分	 くらし環境常任委員会
６月17日（金）
	 9時30分	 議会運営委員会
	10時00分	 本会議

場所：役場３階　議場
受付：議場前で受付し入場してください。
場所：役場３階　協議会室
受付：協議会室前で受付してください。
（開始５分前までに受付を済ませてください。）

各委員会

本会議

※変更の場合は、王寺町公式サイトでお知らせいたします。

〔新型コロナウイルス感染症対策〕
①傍聴の際は、手指消毒、マスク着用、検温にご協力願います。
（体調がすぐれない時は傍聴をお控え願います。）
②傍聴席の制限を行っています。
（本会議１０名以内・各委員会５名以内）
③本会議については、インターネット中継を積極的にご活
用ください。

－－－－－－－－－　傍聴について －－－－－－－－－－

玉守 数叔 議員
（無所属）

し
、
流
産
や
死
産
を
経
験
し

た
女
性
も
公
費
助
成
に
よ

る
健
康
診
断
対
象
者
と
す

る
通
知
を
各
自
治
体
に
発

出
し
た
。
通
知
で
は
母
子
保

健
法
上
、
流
産
・
死
産
経
験

者
も
妊
産
婦
に
含
ま
れ
る

と
明
記
し
、
当
事
者
と
そ
の

家
族
ら
が
心
身
の
ケ
ア
に
活

坂下 早苗 議員
（公明党）

買
い
物
や
医
薬
品
の
受
取

り
に
困
っ
て
い
る
方
へ
の
支

援
と
し
て
、「
買
い
物
代
行
・

医
薬
品
の
代
理
受
取
サ
ー

ビ
ス
」
を
令
和
２
年
８
月

か
ら
開
始
し
て
い
る
。
現
時

点
で
の
利
用
者
数
は

１３
人

で
、
１
人
に
つ
き
１
日
の
利

用
（
利
用
日
数
は

１３
日
間
）

と
な
っ
て
い
る
。
利
用
内
訳

は
、
買
い
物
代
行
が
３
人
で

医
薬
品
の
代
理
受
取
が

１０

人
で
あ
っ
た
。

１３
人
の
う
ち

１２
人
は
令
和
４
年
１
月
下

旬
か
ら
の
利
用
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の

流
行
で
自
宅
療
養
を
さ
れ

て
い
る
方
の
利
用
が
増
え

た
も
の
と
推
測
す
る
。
ま
た

買
い
物
代
行
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
が
少
な
い
の
は
、「
ネ
ッ

ト
ス
ー
パ
ー
」
利
用
さ
れ
て

い
る
家
庭
や
、
近
く
の
親

族
・
知
人
に
支
援
を
受
け

て
い
る
家
庭
等
、
そ
れ
ぞ

れ
の
家
庭
の
状
況
に
合
わ

せ
て
過
ご
さ
れ
て
い
る
も
の

と
推
測
す
る
。
奈
良
県
で

は
令
和
３
年
２
月

１８
日
に
、

自
宅
療
養
者
か
ら
生
活

支
援
を
希
望
す
る
相
談
が

あ
っ
た
場
合
、
本
人
の
承
諾

を
得
た
上
で
、
居
住
の
市

町
村
に
住
所
や
連
絡
先
な

ど
を
情
報
提
供
す
る
こ
と

が
決
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

今
後
も
買
い
物
代
行
サ
ー

ビ
ス
等
を
通
じ
て
、
で
き
る

だ
け
お
困
り
な
く
自
宅
療

養
期
間
を
終
え
て
い
た
だ

く
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

付
税
で
賄
わ
れ
、
町
の
実
質

負
担
額
は
約

７７
億
円
と
な

る
。

　

ま
た
当
初
予
定
し
て
い
た

王
寺
北
義
務
教
育
学
校
の
整

備
費
用
約

８５
億
円
の
う
ち
、

約
５２
億
円
は
国
の
補
助
金
や

交
付
税
で
賄
わ
れ
、
町
の
実

質
負
担
額
は
約

３３
億
円
を
見

込
ん
で
い
た
。
そ
れ
に
対
し
、

現
時
点
に
お
い
て
は
、
整
備

費
用
が
約

７５
．
２
億
円
で
、

そ
の
う
ち
国
の
補
助
金
や
交

付
税
に
よ
り
約

４７
．
７
億
円

を
特
定
財
源
と
し
て
見
込
ん

用
で
き
る
事
業
も
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
周
産
期
グ
リ
ー

フ
ケ
ア
へ
の
王
寺
町
の
認
識

を
伺
う
。

れ
ぞ
れ
で
あ
り
、
ケ
ア
に

つ
い
て
も
定
型
的
な
支
援

が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
こ

と
か
ら
、
今
後
も
そ
れ
ぞ

れ
の
女
性
に
寄
り
添
い
丁

寧
に
お
話
を
聞
き
な
が
ら
、

医
療
機
関
や
産
後
ケ
ア
等

の
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
。

（質問議員　７名）

令和４年第１回定例会
（令和４年３月２日）

一般質問要旨

で
お
り
、
そ
の
場
合
の
町
の

実
質
負
担
額
は
約

２７
．
５
億

円
と
な
る
。
こ
れ
ら
を
比
較

す
る
と
、
現
時
点
に
お
い
て

町
の
実
質
負
担
額
は
３
校
建

替
え
・
改
修
し
た
場
合
よ
り

約
４９
．
５
億
円
、
当
初
予
定

よ
り
約
５
．
５
億
円
削
減
で

き
る
見
込
み
。

　

今
後
も
二
次
造
成
工
事
と

既
存
校
舎
解
体
に
お
い
て
適

切
な
事
業
監
理
と
有
利
な
特

定
財
源
を
活
用
す
る
な
ど
、

町
の
実
質
負
担
額
の
軽
減
に

努
め
る
。
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ど
う
ぶ
つ
基
金
さ
く

ら
ね
こ
無
料
不
妊
手

術
事
業
を
活
用
し
、
さ
く

ら
ね
こ
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
を
積

極
的
に
広
報
す
る
こ
と
で
、

地
域
猫
に
対
す
る
理
解
が

浸
透
し
、
補
助
金
の
利
用

が
さ
ら
に
促
進
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
。

親
等
が
障
害
者
を
支

え
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
た
後
の
、
い
わ
ゆ
る

「
親
な
き
後
」
を
見
据
え
て
、

住
民
福
祉
部
長　

事

業
に
つ
い
て
、
申
請

主
体
、
手
続
き
、
財
政
負
担

等
を
検
証
し
た
と
こ
ろ
、
申

請
者
の
利
便
性
の
向
上
が

期
待
で
き
る
上
に
、
町
の
財

政
負
担
が
無
い
た
め
、
こ
の

事
業
を
活
用
す
べ
き
と
考
え

る
。
今
後
、
動
物
基
金
へ
の

団
体
登
録
を
実
施
す
る
。
ま

た
、
王
寺
町
公
式
サ
イ
ト
に

当
事
業
の
紹
介
を
掲
載
し
、

ど
う
ぶ
つ
基
金
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
へ
の
リ
ン
ク
を
張
り
付

け
る
。
さ
ら
に
、
定
期
的
に

広
報
誌
に
掲
載
し
、
動
物
愛

護
の
一
環
と
し
て
、
事
業
の

理
解
と
利
用
促
進
を
図
る
。

⑴
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
に
よ
る
各
支

援
事
業
に
つ
い
て
、
王
寺
町

の
利
用
者
数
を
伺
う
。
①
相

談
支
援　

②
住
居
確
保
給

付
金　

③
就
労
準
備
支
援

　

④
生
活
資
金
の
貸
し
付
け

⑵
王
寺
町
地
域
福
祉
計
画
の

推
進
体
制
に
つ
い
て
、
次
の

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
各
支
援

事
業
・
地
域
福
祉
計
画
の
推
進
体
制
に
つ
い
て

ど
う
ぶ
つ
基
金
さ
く
ら
ね
こ

無
料
不
妊
手
術
事
業
に
つ
い
て

今
後
も
専
門
機
関
と
の
連
携
を
含
め
相

談
体
制
の
機
能
の
充
実
を
図
る

今
後
、
動
物
基
金
へ
団
体
登
録
す
る

奈
良
県
で
は
、
給
食

用
の
小
麦
が
５
６
０

ト
ン
使
用
さ
れ
て
い
る
。

住
民
福
祉
部
長　

⑴

①
１
０
７
人　

②
１２

人　

③
０
人　

④
奈
良
県

住
民
福
祉
部
長　

地

域
生
活
支
援
拠
点
の

機
能
は
①
相
談　

②
緊
急

時
の
受
入
れ
・
対
応　

③

体
験
の
機
会
・
場
の
提
供　

④
専
門
的
人
材
の
確
保
・
養

教
育
総
務
部
長
　
王

寺
町
の
耕
作
放
棄
地

は
７
．
83 

ha
で
あ
る
。
王
寺

町
に
お
け
る
耕
作
放
棄
地

の
活
用
に
つ
い
て
は
、
生
産

農
家
、
担
い
手
の
確
保
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
。
こ
の

で
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い

⑵
①
町
相
談
窓
口
は
既
に
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
の
機
能
を
果
た

し
て
お
り
、
今
後
も
外
部
専

門
機
関
の
連
携
を
含
め
、
重

層
的
な
相
談
支
援
体
制
の

機
能
を
整
え
て
行
く
。
②
社

会
福
祉
士
の
有
資
格
職
員

は
４
名
で
、
現
在
福
祉
介
護

課
に
配
属
し
て
い
る
。今
後
、

社
会
福
祉
協
議
会
に
専
属

配
置
が
必
要
か
状
況
を
十

分
見
き
わ
め
な
が
ら
進
め
て

行
き
た
い
。

教
育
総
務
部
長　

学

校
給
食
用
パ
ン
に
つ

い
て
は
、
安
全
安
心
で
安

定
し
て
安
価
な
供
給
を
図

る
た
め
、
原
料
と
な
る
小

麦
粉
を
県
学
校
給
食
会
が

一
括
購
入
し
、
県
指
定
の
パ

ン
加
工
業
者
を
経
由
し
て

学
校
へ
納
品
さ
れ
、
奈
良

県
産
小
麦

１０
％
、
カ
ナ
ダ

産
小
麦
50
％
以
上
と
ア
メ

リ
カ
産
小
麦
を
ブ
レ
ン
ド

し
た
も
の
で
あ
る
。
学
校

給
食
会
が
グ
リ
ホ
サ
ー
ト

を
含
む
残
留
農
薬
検
査
を

実
施
し
、
残
留
基
準
値
内

（
測
定
可
能
範
囲
以
下
）
で

安
心
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
て
い
る
。

全
国
的
に
学
校
給
食

の
パ
ン
に
使
用
す
る

小
麦
粉
か
ら
農
薬
の
グ
リ

ホ
サ
ー
ト
が
検
出
さ
れ
た
こ

と
は
以
前
か
ら
問
題
に
な
っ

て
お
り
、
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
の

危
険
性
（
発
が
ん
性
や
神

経
毒
性
）
に
つ
い
て
は
、
再

三
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
滋
賀

総
務
部
長　

王
寺
町

公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
は
、
所
有
施
設
等

の
現
状
や
施
設
全
体
の
管

理
に
関
す
る
基
本
方
針
を

定
め
た
も
の
で
、
現
在
、
個

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の

改
定
に
つ
い
て

学
校
給
食
用
小
麦
の
安
全
性
に
つ
い
て

新
た
な
項
目
を
追
加
し

令
和
４
年
３
月
末
に
改
定
す
る

県
学
校
給
食
会
に
県
産
小
麦
の

　
　

使
用
比
率
の
向
上
を
要
望
す
る

別
施
設
計
画
を
踏
ま
え
た

改
定
を
行
っ
て
お
り
、
３
月

末
に
終
え
る
。
改
定
は
時

点
修
正
を
加
え
る
他
、
総

務
省
か
ら
示
さ
れ
た
新
た

な
項
目
「
必
須
事
項
」「
記

載
が
望
ま
し
い
事
項
」「
団

体
の
状
況
に
応
じ
て
記
載

す
る
事
項
」を
加
え
る
。《
必

町
の
公
共
施
設
は
、

義
務
養
育
学
校
に
伴

う
学
校
の
再
編
、
公
民
館

施
設
の
取
扱
い
等
、
大
き

く
変
化
し
て
い
る
。
平
成

28
年
度
に
策
定
さ
れ
た
王

寺
町
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
に
つ
い
て
、
各
施

設
の
個
別
施
設
計
画
を
踏

須
事
項
》
①
現
計
画
策
定
後

に
行
っ
た
費
用
：
（
改
修
）

本
町
総
合
ポ
ン
プ
場
電
気

設
備
更
新
事
業
等
（
更
新
）

義
務
教
育
学
校
整
備
事
業

等
②
施
設
保
有
量
の
推
移
：

（
増
加
分
）
い
ず
み
ス
ク
エ

ア
の
オ
ー
プ
ン
（
減
少
分
）

幼
稚
園
や
小
中
学
校
の
再

編
③
有
形
固
定
資
産
減
価

償
却
率
の
推
移
：
58
．
８
％

（
Ｈ
28
）
か
ら
57
．
１
％
（
Ｒ

２
）
で
１
．
７
％
の
改
善
④

長
寿
命
化
対
策
を
反
映
し

た
場
合
の
経
費
見
込
⑤
対

幡野 美智子 議員
（日本共産党）

北村 達夫 議員
（無所属）

若林 かずみ 議員
（無所属）

障
害
者
の「
地
域
生
活
支
援

拠
点
等
の
整
備
」に
つ
い
て

令
和
５
年
度
ま
で
の
整
備

を
目
指
す

県
で
は
、
県
産
５
０
０
ト
ン

の
小
麦
で
県
産
１
０
０
％
の

パ
ン
を
つ
く
り
、
和
歌
山
県

海
南
市
で
は
「
給
食
ス
マ
イ

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
県
産
小

麦
育
て
隊
」
が
３
市
86
校

の
給
食
で
１
年
に
１
回
県
産

の
パ
ン
の
提
供
を
実
現
し
て

い
る
。
そ
こ
で
、
小
麦
を
使

申
請
主
体
の
自
治
会

同
意
要
件
の
緩
和
は
。

令
和
６
年
度
供
用
開

始
に
向
け
て
、
畠
田

住
民
福
祉
部
長　

個

人
単
位
で
補
助
金
申

請
を
認
め
て
い
る
自
治
体

で
は
、
自
治
会
と
の
間
で

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。
地
域
の

こ
と
を
一
番
理
解
し
て
い
る

自
治
会
長
に
、
あ
る
程
度

の
方
向
性
を
出
し
て
い
た

だ
く
べ
く
、
同
意
要
件
の

緩
和
は
考
え
て
い
な
い
。

理
事　

令
和
２
年
度

に
は

１３
件
の
契
約
を

行
い
、
内
訳
は
用
地
補
償
６

件
、
建
物
補
償
４
件
、
営
業

補
償
３
件
。
令
和
３
年
度
に

大
型
店
舗
２
棟
の
建
物
補

償
調
査
及
び
こ
れ
ら
の
店
舗

を
含
め
５
件
の
営
業
補
償
調

査
を
実
施
し
て
お
り
、
令
和

４
年
度
以
降
の
契
約
に
向
け

準
備
中
。
ま
た
本
事
業
は
街

路
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

王
寺
町
都
市
開
発
公
社
に

２
点
が
令
和
７
年
度
ま
で
に

実
現
さ
れ
る
か
伺
う
。
①
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口　

②

社
会
福
祉
士
配
置
等
、
社
会

福
祉
協
議
会
の
支
援
体
制
の

拡
充

【
要
望
】　

県
産
小
麦
の
栽
培

面
積
を
増
や
す
一
翼
を
王
寺

町
に
も
担
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

【
要
望
】　

上
記
２
つ
の
質
問

の
共
通
課
題
と
し
て
、
北
小

跡
地
を
福
祉
施
策
に
対
応

す
る
施
設
に
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

奈
良
県
の
耕
作
放
棄
地
は

３
６
３
３
ha
で
、
そ
の
う

ち
の
２
４
６
ha
で
５
６
０
ト

ン
の
小
麦
を
生
産
で
き
る
。

そ
こ
で
、
王
寺
町
の
耕
作

放
棄
地
の
面
積
及
び
耕
作

放
棄
地
で
小
麦
を
栽
培
で

き
な
い
か
。

策
を
行
っ
た
場
合
の
効
果

額
：
年
平
均
３
億
６
千
万
円

の
減
⑥
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
整
備
推
進
《
記
載

が
望
ま
し
い
事
項
》
①
公
共

施
設
の
延
床
面
積
等
の
目

標
②
地
方
公
会
計
（
固
定

資
産
台
帳
）
の
活
用
③
保

有
す
る
未
利
用
資
産
等
の

活
用
や
処
分
に
関
す
る
基

本
的
方
針
：
中
央
公
民
館
、

閉
校
と
な
る
小
学
校
の
活

用
検
討
《
状
況
に
応
じ
て

記
載
す
る
事
項
》
①
広
域
連

携
の
取
組
：
王
寺
町
、
大
和

ま
え
て
改
定
す
る
と
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
内
容
を

伺
う
。

小山 郁子 議員
（日本共産党）

障
害
者
の
「
地
域
生
活
支

援
拠
点
」
の
整
備
が
急
が
れ

る
。
西
和
７
町
障
害
者
等
支

援
協
議
会
で
は
、
令
和
２
年

度
ま
で
に
１
ヶ
所
整
備
す
る

と
な
っ
て
い
た
が
、
実
現
さ

れ
て
い
な
い
。
今
期
計
画
の

令
和
５
年
度
ま
で
に
は
整
備

さ
れ
る
の
か
。

成　

⑤
地
域
の
体
制
づ
く

り
の
５
つ
で
、
西
和
７
町
で

は
地
域
に
お
け
る
複
数
の
機

関
、
事
業
所
が
分
担
し
て
機

能
を
担
う
「
面
的
整
備
型
」

で
の
整
備
を
目
指
し
て
い

る
。
第
６
期
障
害
福
祉
計
画

の
計
画
期
間
で
あ
る
令
和
５

年
度
ま
で
に
は
整
備
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

よ
る
先
行
取
得
が
可
能
で
あ

る
た
め
、
令
和
４
年
２
月
末

に
用
地
補
償
１
件
、
建
物
補

償
１
件
が
契
約
済
。
現
在
、

用
地
補
償
２
件
、
建
物
補
償

１
件
が
交
渉
中
で
、
令
和
４

年
３
月
中
に
契
約
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
用
地
取
得
の
進

捗
が
約
38
％
と
な
る
見
込

み
。
ま
た
、
地
権
者
の
移
転

を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要

な
代
替
地
の
確
保
に
も
努
め

な
が
ら
、
令
和
５
年
度
中
の

完
成
を
目
指
す
。

用
し
た
給
食
の
安
全
性
に
つ

い
て
お
尋
ね
す
る
。

高
田
市
、香
芝
市
、葛
城
市
、

上
牧
町
、
広
陵
町
、
河
合

町
で
中
和
・
西
和
広
域
連

携
検
討
会
が
設
置
さ
れ
、

文
化
施
設
や
運
動
施
設
の

相
互
利
用
を
検
討
②
国
管

理
施
設
と
の
連
携
：
王
寺
町

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
が
該
当
。
以
上
が
改
定

内
容
で
、
今
後
は
施
設
管

理
の
包
括
的
な
委
託
も
検

討
す
る
。
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ

等
を
活
用
し
、
業
務
水
準

の
統
一
や
保
守
管
理
の
質
の

向
上
等
を
図
る
。

駅
前
線
事
業
の
現
在
の
進
捗

状
況
を
伺
う
。

た
め
、
関
係
機
関
の
協
力

を
い
た
だ
き
、
パ
ン
加
工
に

適
し
た
品
種
改
良
を
含
め
、

県
学
校
給
食
会
に
県
産
小

麦
の
使
用
比
率
の
向
上
を

要
望
す
る
。
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■
令
和
4
年
５
月
20
日
発
行

この用紙は再生紙を使用しています。
環境負荷が少ない植物油インキを使用
しています。

飛鳥から難波津をつなぐ水運の中間点が現在の王寺・斑鳩と考えられることから、当
時よりこの地が交通の要衝であったことがわかりました。また中宮寺跡では整備前の地
形や土地の活用、周辺住民への配慮等、史跡公園の整備について学びました

飛鳥時代から続く寺院で、聖徳太子の御子である
山背大兄王（やましろのおおえのおう）が太子の病
気平癒を願って建立されたと伝えられています

飛鳥時代に建立された寺院遺跡で、舟戸神社の境
内となっています。国の史跡指定を目指し、現在も
発掘調査が継続されています

聖徳太子の母の邸宅を寺にしたと伝えられる尼寺
跡で、現在の中宮寺よりも東に位置します。金堂跡、
塔跡を中心に史跡公園として整備されています

西安寺と同じく飛鳥時代に建立された寺院で、旧王
寺小学校一帯が境内と考えられています。将来、校
舎が解体される際、発掘調査が行われる予定です

沖副議長が北葛城郡
町議会議長会表彰式
典（令和４年２月３日）
において、１５年以上議
会議員在職の表彰を、
また奈良県町村議会
議長会（令和４年３月
１１日）において、町村議
会表彰を受けました

【法輪寺（斑鳩町）】

【西安寺跡（舟戸２丁目）】

【奈良県町村議会議長会表彰にて】

【中宮寺跡（斑鳩町）】

【片岡王寺跡（本町２丁目）】

【北葛城郡町議会議長会表彰にて】

◆実施日	 ５月６日（金）
◆内　容	 聖徳太子の1400年御遠忌に際し、聖徳太子に

所縁のある古刹・史跡を視察
◆視察先	 西安寺跡・片岡王寺跡・法輪寺・中宮寺跡

研修所見

沖優子副議長が表彰を受けました

全議員研修報告




